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された『辞書』なる文献 1 がある。 
 本書のタイトル『辞書』"dictionarius"（ディクティオナリウス）は、英語
の dictionary、フランス語の dictionnaire、スペイン語の diccionario などの
もとになったラテン語であり、かつ、このラテン語の最初の使用例で、この










































































































































































































































































































〔 129 〕 
が残存・再発生し、それによってキリスト教的生活が汚染されることが恐れ
られていた。技芸はこれらに隣接しているとみられていた。フーゴーも『ディ

























 フーゴーは 12 世紀 20 年代半ばごろから 1141 年（死去）まで、パリのサ
ン・ヴィクトール修道院の公開の付属学校の教師そして校長として教え、そ
の著作『ディダスカリコン』は後代とくに 12、13 世紀の学芸と予備教育に









































の研究 28 に基づいて、主要な点をまとめておくことにしたい。 
  まず、彼の出生については、高貴な出ではないこと以外は知られていない。
師はジョン・オブ・ロンドンであると彼自身が述べているようである（Paetow, 
p.83）。ジョン・オブ・ロンドンは 1210 から 1213 年の間、オックスフォー
ドで講義をしたらしく、ヨハンネスはここに学生として出席したと推定され














12 世紀以来貴族ガルランド（Garlande）家の封地があった。これは"clos de 
Garlande"（ガルランドの囲い地）と呼ばれた。13 世紀に入って、サント＝
ジュヌヴィエーヴ修道院がその地を取得したのち、さらにその地は他の者に


















創設と 14 人の教師（すなわち、神学の教師 4 人、教会法の教師 2 人、自由













〔 133 〕 
ばならない。」と信仰への熱意を示し、さらに学問については、たとえば「自
然をその胸の奥底まで詮索したいと願うものたちは、パリで禁じられたアリ

























































































































































は分類的で百科全書的なものだ 47 と指摘している（Allard, p.21-22）。 































































〔 140 〕 





























は vulpes に由来し、これはさらに volpo（策略）と pes（足）から構成され
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は panis（パン［の塊］）である artos と caro（肉）である creas からそう言





















































































































〔 145 〕 




















































1) Magistri Johannis de Garlandia Dictionarius.次のような版本がある。 
① H.Géraud, Paris sous Philippe le Bel d'après des documents sur 
l'histoire de France, Paris, 1837; réimp. Max Niemeyer Verlag, 
1991（パリ写本による）。 
② T.Wright (ed), A volume of Vocabularies, illustrating the 
Condition and Manners of our Forefathers, from the tenth 
century to the fifteenth, 2 volumes, London, 1857-1873, I, 
p.120-138（ロンドン写本による。なお英訳を試みた Rubin, The 
Dictionarius of John de Garlande and the Author's Commentary, 
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Lawrence, Kansas, The Coronado Press, 1981 はこの版本によっ
ている）。 
③ A.Scheler, Lexicographie latine du XIIe et XIIIe siècles: Trois 
traités de Jean de Garlande, Alexandre Neckam et Adam du 
Petit-Pont: publiés avec les Gloses françaises, 1867（ブリュージュ
写本による）。 
④ T.Hunt, Teaching and Learning Latin in Thirteenth-Century 
England, 3 vol.1991, I, pp.191-203（ダブリン写本による）。 
このほか Rubin は Kervyn de Lettenhove, Annales de la Société 
d'émulation pour l'étude de l'histoire et des antiquités de la Flandre, 






2) Paetow, L. J., The life and works of John of Garland, in: Morale 
Scolarium of John of Garland, Memoirs of the University of 
California, Vol.4, History Vol.1, No.2. University of California Press, 
Berkeley, 1927（以下、本文中に Paetow として参照頁を示す）p.129。
A.Franklin, Dictionnaire historique des Arts, Métiers et Professions 
exercés dans Paris depuis le XIIIe siècle. 1905-1906.p.813. 








〔 148 〕 
房、101 頁。 




6) A.Grondeux & E.Marguin, L'oeuvre grammaticale de Jean de 
Garlande (ca 1195-1272?) auteur, réviseur et glossateur, un bilan 
(Histoire Epistémologie Langage 21/I, 1999.p.141.また、ハスキンズ、
p.107。 
7) F.Lachaud, La première description des métiers de Paris; le 
Dictionarius de Jean de Garlande (1220-1230). Histoire urbaine-16, 
2006, p.95. 
8) 山本義隆『一六世紀文化革命１』序章。 
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12) コンシュのギョーム『プラトン・ティマイオス逐語註釈』（大谷啓治訳）
（『中世思想原典集成 8 シャルトル学派』所収）、p.421。ルゴフ、p.79。 
13) Hugonis de Sancto Victore Didascalicon (http://www.thelatinlibrary. 






















け取った 7 人の婢」（septem ancillae quas Mercurius a Philologia in 
dotem accepit.）であると書いている（H.II-xx, 訳 p.69）。このエピソー
ドはマルティアヌス・カペラの『フィロロギアとメルクリウスの結婚』
（Martiani Capellae, De nuptiis philologiae et Martianii）にもとづい
ている。それによれば、メルクリウスは結婚に際して相手のフィロロギ





「七技芸」（septem artes mechanicas あるいは septem mechanicas）
であると註釈している（Iohannis Scotti (Eriugenae) Annatationes im 














18) Guy H.Allard, Les arts mécaniques aux yeux de l'idéologie médiévale, 
dans: Guy H. Allard (dir), Les arts mécaniques au moyen âge, 1982. 
19) Saint Augustine, City of God, Loeb Classical Library, t.VII, xxii-24. 
 アウグスティヌス『神の国』第 22 巻第 24 章（アウグスティヌス著作集
15『神の国』５、訳：赤木善光、茂泉昭雄、野町啓、泉治典、岡野昌雄、
松田禎二、大島春子；1983 年教文館）。 
20) これは形容詞形。この言葉にはその他、形容詞に adulter、名詞に adulter
（姦夫）、adultera（姦婦）、adulteratio（偽造、変造）、adultrator（姦
通者、［貨幣］の変造［偽造］者）、adulterium（姦通、変造、偽造）、
動詞に adultero などがある。adultère はフランス語。 
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27) ラテン語表記 Johannes de Garlandia、英語表記 John of Garland､フラ
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